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国立獣医系大学による標準的な基盤教育プログラムの開発の流れ

事業名：国立獣医系大学による標準的な基盤教育プログラムの開発

獣医学教育改革委員会 （日本獣医学会）
獣医学教育改革に関する検討調査・情報発信
獣医学基盤教育のe-ラーニングコンテンツの作成と検証
大学連携による教育改善に関する調査検討

【北海道大学】

平成22年度 平成23年度

１）国公立大学にe-ラーニングシステムを導入し、各
大学が獣医学基盤教育科目のe-ラ-ニングコンテン
ツを作成・検証する。双方向遠隔授業を試行する。

２）各大学が地域の特色を活かしたコンテンツを作
成する。

11の国公立獣医系大学が協力して、獣医学の基盤教
育の標準化と効率化を図り、社会的要請が高い分野
（人獣共通感染症、獣医臨床、食の安全等）の科目や
各大学による特色ある科目等を作成し、 獣医学教育
の飛躍的な改善と教育レベルの向上を図る。

【協力大学】

大学連携による教育改善に関する調査検討

【北海道大学】

① ｅ-ラーニングコンテンツの
作成・検証

② 双方向遠隔授業

ビデオ会議システム(Polycom）
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１） 委託業務契約について

平成21年度と同様、委託業務契約を結ぶ。
鹿児島大学、宮崎大学、山口大学、東京農工大、岩手大学、東京大学
各大学1名の代表教員に経費を配分し、代表教員が大学内の教員必要に応じて配分する。
年度末に北大が業務監査をおこなう。
本年度8月、既に経費の委託業務は終了したので、各大学に振り込まれている。目的に応じ

て予算執行て予算執行

経費使用例：サーバーを導入する大学では設置運営経費、教材作成用や学生用のコンピュー
ターを購入、教材を作成するために必要なソフトウエア、旅費、事務経費、その他
3月末日にはゼロにする。

２） テレビ会議システムの導入
昨年：北大、帯広畜産大学、東大、大学間連携支援事業で鳥取大と岐阜大には類似機種が

既に設置されている。
鹿児島大学、宮崎大学、山口大学、東京農工大、岩手大学に配備

Polycomビデオ会議システム PPHDX-8006XLP、シャープ液晶TV65インチ

○本機種は日本では手に入らないようである。類似機種を導入する。
各大学にはそれぞれ独自のシステム構築がある場合は、予算の範囲内でこれに対応する
別のメーカーの機種を導入。
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３） e-ラーニングシステムの導入

鹿児島大、鳥取大、東京農工大、岩手大、岐阜大学に導入予定

○仕様書の策定に時間がかかり、9月に開札、技術審査終了、インターズが落札

11-12月設置になる可能性

e-ラーニングサーバの設置

昨年：日立ハイプラス、イントラネットを基本として獣医学科で管理、自由に使用

導入時に運用費を配分：これを用いて各大学に合った環境をつくる。

簡単教材作成用ソフト：5ライセンス契約、学生の同時アクセス：50

簡単教材作成ソフト、PPから簡単にHTMLに変換できる。

１）目次の階層が２つしかない
２）写真を拡大するためにはHTML化しなければならない２）写真を拡大するためにはHTML化しなければならない
３）パワーポイントの動画を簡単にHTML化できない

コンテンツは全て業者に依頼し、HTML化することにした
４）演習問題：写真を挿入することができない。

別途HTML化しなければならない
５）マイクロソフトサバー2003でつくられおり、更新されていない。
６）日立に問い合わせても、たらい回しにされる

３） 平成22年度のコンテンツ作成依頼

○本年度からコンテンツ作成に加わられた先生： 発生学：昆先生（北大）、解剖学、免疫学：

大橋先生（北大）、獣医衛生学:堀内先生（北大）、毒性学：石塚先生（北大）、野生動物学:

坪田 先生（北大）、眼科学：長谷川先生（大阪府大）印牧先生（麻布大）

○インターズーによるコンテンツの取りまとめ

○全てのコンテンツをHTML化し、サーバーが変わってもインストールできるようにする。

HTML化することにより、動画の組み込み、写真の拡大が可能になった。

全てのコンテンツデータ（パワーポイント、ワード）は北大に送付し、北大が業者にHTML化

を依頼する。

○札幌にもHTML化する業者がいるので、そこにも依頼する。
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